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この説明書はV-UGL形を正しく、安全にお使いい
ただくため、取扱いや点検方法が説明してあります。
お読みになった後は、お使いになる方がいつでも
見られるところに必ず保管してください。

取扱説明書番号

VT内蔵過電流ロック形高圧交流ガス負荷開閉器
（地中線用）

開 閉 器
SOG制御装置

UGL－C－D2T
KLR－B－DT



　　　　●本装置の取扱いおよび施工は、安全にご使用いただくために、十分な知識と技能を有する人が行ってください。

　　　　●ご使用の前に必ず取扱説明書をすべて熟読し、正しくご使用ください。

　　　　　機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。

　　　　　お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してください。

　　　　●安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重傷を受ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　可能性が想定される場合

　　　　　　　　　　　　　　　　：取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の障害や軽傷を

　　　　　　　　　　　　　　　　　受ける可能性が想定される場合及び物的損害のみの発生が想定される場合

　　　　　なお、　　　　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

○感電のおそれあり。高圧側充電部に触れないでください。
○感電のおそれあり。開閉器の外箱および制御装置は、必ずA種接地をしてください。
○感電のおそれあり。回路を点検するときは開閉器を「切」にした後、安全処置として必ず次
　のことを行ってください。
　・主回路が無電圧であることを確認すること。
　・開閉器負荷側回路の接地をすること。
　・点検終了後は必ず開閉器負荷側回路の接地を外すこと。
○落下、けがのおそれあり。開閉器を取付けるときは、落下しないよう確実に行ってください。
○感電、けがのおそれあり。開閉器の入・切操作は付属の着脱ハンドルを使用して行ってくだ
さい。
○感電のおそれあり。試験時、制御装置の試験端子（P1・P2）にはAC100/110Vが印加されてい
　ますので、端子に触れないでください。

○落下、けがのおそれあり。天地逆転、横積みはしないでください。
○感電、けがのおそれあり。作業を行うときは、必ず電気用絶縁ゴム手袋を着用してください。
○感電、けが、火災のおそれあり。改造はしないでください。
○火災、けがのおそれあり。異常がある場合は使用しないでください。
○廃棄する場合は産業廃棄物として処分してください。
○感電のおそれあり。制御装置を分解して内部のプリント基板、部品に触れないでください。
○火災のおそれあり。制御装置の各整定値は、所定の位置に正しく設定してください。
○火災のおそれあり。制御装置の各端子間の絶縁抵抗測定および耐電圧試験は行わないでくだ
さい。
○けがのおそれあり。開閉器を高圧キャビネットに設置する際は「地中線用GR付高圧負荷開閉
器施工技術指針」（（一社）日本電気協会 関東支部発行および取扱説明書付属）に沿って行ってくだ
さい。

このたびは、戸上（地中線用）VT内蔵過電流ロック形高圧交流ガス負荷開閉器をお買い
上げいただきまして誠にありがとうございました

危 険

危　険

注 意

注　意

注 意

安　全　上　の　ご　注　意
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取扱い上のご注意

■減圧ロック装置について
　①�万一、輸送中の衝撃などで減圧ロック装置が動作している場合は、絶対に使用しないで最寄り
の当社支店へご連絡ください。

　②�保守点検時、減圧ロック装置が動作している場合は、ハンドル操作をしないで早急に開閉器を
取換えてください。

■開閉器本体ナットなどのゆるめ禁止について
　�開閉器本体のナットなどは、ガス漏れおよび故障の原因になりますので、絶対にゆるめたり、増
し締めしたりしないでください。

■試験時の取扱いについて
　性能試験（動作試験）を実施される際は、試験器の電源をご用意ください。
　開閉器に内蔵されているVTは、試験器用電源には使用できません。〔制御装置パネル面の試験端子
　（P1・P2）は開閉器が無電圧で、試験用電源を印加する端子です。〕

各部の名称
GR動作表示器

SO動作表示器

表示復帰ボタン

試験用スイッチ

動作電流整定スイッチ

動作時間整定スイッチ

制御装置取付部

着脱ハンドル操作孔

　制御装置

警報接点引出しケーブル（1.2m付）

制御ケーブル

接地端子

　
 開閉器

開閉表示指針

減圧ロック表示

ブッシング
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No.

1
　

2

3

4

5

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト
運　搬
・運搬は梱包した状態で行ってください。
商品の確認
・ご注文どおりの商品か銘板を確認してください。
付属品の確認
・特に別梱包の圧縮端子・端子カバーが使用ケーブルサイズに合うかを確認し
てください。
外観のチェック
・外観に変形や破損がないか確認してください。
・減圧ロック装置が動作していないか確認してください。
・主回路ブッシングに欠け、き裂がないか確認してください。
開閉器の入・切確認
・付属の着脱ハンドルを使用し、2～ 3回「入」「切」操作を行ってください。

本文項番

4

－

3

5

15

6

ページ

8

－

7

8

16

8

チェック

　　

チェックポイント
開閉器の設置
・開閉器を高圧キャビネットに設置する際は「地中線用GR付高圧負荷開閉器
施工技術指針」（（一社）日本電気協会  関東支部発行および取扱説明書付属）に
沿って行ってください。
　なお、関東地区の設置工事は、（一社）日本電気協会  関東支部認定者に限ります。
接　地
・開閉器および制御装置の接地は「地中線用GR付高圧負荷開閉器施工技術指
針」（（一社）日本電気協会  関東支部発行および取扱説明書付属）に沿って行っ
てください。
整定値の設定
・動作電流整定値、動作時間整定値は適正な値に設定されているか確認してく
ださい。
絶縁抵抗測定および耐電圧試験
・高圧回路の絶縁抵抗測定および耐電圧試験を実施し、異常がないか確認して
ください。
動作の確認
・付属の着脱ハンドルで2～ 3回の開閉確認をしてください。
・GRおよびSOの試験用スイッチでトリップ試験を実施してください。
・トリップ試験実施後は制御装置のSOおよびGR動作表示を表示復帰ボタン　
でリセットしてください。（動作表示器の復帰は電気式ですので、制御装置
に制御電源を印加した状態で表示復帰ボタンを押してください）
　また、開閉器は着脱ハンドルで「切」側に操作し、「リセット」してください。
リセットしないと再投入できません。
通電開始
・通電開始にあたっては負荷側（特に高圧）の回路を点検し、安全を充分確認
してから開始してください。
・高圧ケーブルの端子カバーは開閉器の主回路端子の外周機構が隠れる位置ま
で挿入されているか確認してください。（端子固定管までしか挿入されてい
ないと危険です。）

本文項番

7

8

9

10

11

－

ページ

8

9

9

9

10

－

チェック

　　

チェックポイント
■設置前

■設置時
No.

1

2

3

4

5

6
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　保守点検は劣化や不良箇所を事前に見出すため必要です。使用条件や経済性などを考慮し、使用状態に合わせた頻度で
実施してください。〔以下高圧受電設備規程2008年版より引用〕

第1320節 保守・点検【解説】
1. 日常巡視
　日常巡視は、1日から1週間の周期で構内を巡視して、運転中の電気設備について、肉眼で設備の外観の変化等を確
認する他、五感を活用しながら異臭や異音等の有無を確認する。
　なお、日常巡視箇所としては、引込施設,受電施設,配電設備,負荷設備等がある。
2. 日常点検
　日常点検は、短期間の周期（1週間から1ヶ月）で主として運転中の電気設備を視覚、聴覚及び臭覚等による外観点
検、又は各種測定器具を使用して点検を行い、電気設備の異常の有無を確認する。
　なお、異常を発見した場合は、必要に応じて電気技術者の応援を得て臨時点検を実施する。
3. 定期点検
　定期点検は、一般的に月次点検と年次点検に大別される。
　月次点検は、月単位で実施される定期点検を意味しているが、内容によっては月2回や隔月毎、3ヶ月毎に行われる
ものもあって必ずしも月1回というわけではない。
　また、年次点検は、月次点検の意味と同様、年単位で実施されるものを意味しているが、内容によっては年2回の
ものもあり、2年毎や3年毎に行われるものもある。

4項は本商品には該当しないため省略
5. 臨時点検
　臨時点検は、電気事故その他異常が発生した場合又は発生のおそれのあると判断したときに実施し、その内容は以
下のとおり。
　①次に掲げる電気工作物については、その都度異常状態の点検、絶縁抵抗及び絶縁耐力試験（高圧機材に限るもの
とし、必要に応じて行うものとする。）を行う。

　　ａ　高圧機材が損壊し、短絡電流などにより受電設備の大部分に影響を及ぼしたと思われる事故が発生した場合
は、受電設備の全電気工作物。

　　ｂ　受電用遮断器（電力ヒューズを含む。）が遮断動作をした場合は、遮断動作の原因となった電気機材。
　　ｃ　その他の電気機材に異常が発生した場合は、その電気機材。
　②高圧受電設備に事故発生のおそれがある場合は、その都度、点検、測定及び試験を行う。

No.

1

2

3

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

・着脱ハンドルで2～3回「入」「切」操作を行い無理なく開閉できること。
・試験用スイッチでトリップすること。

・高圧回路の絶縁抵抗値は正常であること。

・動作電流整定値、動作時間整定値は適正な値であること。

点検要領

目　視
（試験器）
目　視
（メガー）
目　視
（調　査）

チェック本文
項番
6
11

10

9

ページ

8
10

9

9

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

・減圧ロックが赤色表示をしていないこと。

・高圧回路接続部に加熱の痕跡がないこと。

・開閉表示指針は適確に指示していること。

・制御装置のカバーは確実に締められていること。

・制御装置の取付ねじは確実に締付けられていること。

・制御装置のコネクタ取付けは確実であること。

・制御電源表示灯は点灯していること。

・自己診断異常表示灯は消灯していること。

・Ｉ0、Ｖ0の表示灯は消灯していること。

・ＧＲ、ＳＯ表示器が動作していないこと。

・開閉器の外箱および制御装置の外箱は確実に接地されていること。

点検要領

目　視

目　視

目　視

目　視

目　視

目　視

目　視

目　視

目　視

目　視

目　視

チェック

5

15

15

－

－

－

15

15

15

15

8

ページ

8

16

16

－

－

－

17

17

17

17

9

本文
項番

日 常 点 検 項 目

定 期 点 検 項 目

■保守点検時

No.

1
　

2

3

4

5

チ ェ ッ ク ポ イ ン ト
運　搬
・運搬は梱包した状態で行ってください。
商品の確認
・ご注文どおりの商品か銘板を確認してください。
付属品の確認
・特に別梱包の圧縮端子・端子カバーが使用ケーブルサイズに合うかを確認し
てください。
外観のチェック
・外観に変形や破損がないか確認してください。
・減圧ロック装置が動作していないか確認してください。
・主回路ブッシングに欠け、き裂がないか確認してください。
開閉器の入・切確認
・付属の着脱ハンドルを使用し、2～ 3回「入」「切」操作を行ってください。

本文項番

4

－

3

5

15

6

ページ

8

－

7

8

16

8

チェック

　　

チェックポイント
開閉器の設置
・開閉器を高圧キャビネットに設置する際は「地中線用GR付高圧負荷開閉器
施工技術指針」（（一社）日本電気協会  関東支部発行および取扱説明書付属）に
沿って行ってください。
　なお、関東地区の設置工事は、（一社）日本電気協会  関東支部認定者に限ります。
接　地
・開閉器および制御装置の接地は「地中線用GR付高圧負荷開閉器施工技術指
針」（（一社）日本電気協会  関東支部発行および取扱説明書付属）に沿って行っ
てください。
整定値の設定
・動作電流整定値、動作時間整定値は適正な値に設定されているか確認してく
ださい。
絶縁抵抗測定および耐電圧試験
・高圧回路の絶縁抵抗測定および耐電圧試験を実施し、異常がないか確認して
ください。
動作の確認
・付属の着脱ハンドルで2～ 3回の開閉確認をしてください。
・GRおよびSOの試験用スイッチでトリップ試験を実施してください。
・トリップ試験実施後は制御装置のSOおよびGR動作表示を表示復帰ボタン　
でリセットしてください。（動作表示器の復帰は電気式ですので、制御装置
に制御電源を印加した状態で表示復帰ボタンを押してください）
　また、開閉器は着脱ハンドルで「切」側に操作し、「リセット」してください。
リセットしないと再投入できません。
通電開始
・通電開始にあたっては負荷側（特に高圧）の回路を点検し、安全を充分確認
してから開始してください。
・高圧ケーブルの端子カバーは開閉器の主回路端子の外周機構が隠れる位置ま
で挿入されているか確認してください。（端子固定管までしか挿入されてい
ないと危険です。）

本文項番

7

8

9

10

11

－

ページ

8

9

9

9

10

－

チェック

　　

チェックポイント
■設置前

■設置時
No.

1

2

3

4

5

6
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１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.
８.
９.
10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.

項　　目

動 作 チ ェ ッ ク

開閉器の耐電圧試験

ハ ン ド ル 操 作

電 源 側 受 電

負 荷 側 受 電

注　　　意　　　事　　　項

・試験端子へ別電源を印加する場合、P２側は接地された相を接続してください。

・必ず三相一括で実施してください。

・付属の着脱ハンドルを使用してください。

・開閉器は「切」状態で行ってください。
・開閉器を「入」にしてください。
・制御電源の電源表示灯の点灯を確認してください。
・試験スイッチをGR側に操作し、トリップの確認をしてください。
　　開閉器を開放させない場合は、制御装置の「試験トリップ」スイッチを「無」側に
　　操作した状態で実施してください。

※上記の項目（または取扱説明書の項目）で異常があった場合は受電を中止し、当社支店へご連絡ください。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

本装置の取扱いに際しては、必ず取扱説明書をすべて熟読し、正しくお使いください。
特に次の項目についてはご注意ください。

運用開始に際してのお願い

　使用状態において開閉器がトリップした場合は、制御装置の動作表示器にてトリップした要因を確認の上、負荷側電路
　の異常に対し適切な処置を実施後、開閉器を投入してください。

　手順No.3の動作表示器復帰については、電気復帰式のため制御電源を印加しないと復帰しませんが、トリップ後48時間
　以内であれば制御電源がなくても表示復帰は可能です。

手順No.
1
2
3
4

内　　　　　　　　　　　　容
・トリップ要因の確認（制御装置の動作表示器にて）
・負荷側電路の確認および異常箇所の除去
・制御装置の動作表示器復帰
・着脱ハンドルをリセット後、投入

チェック

開閉器がトリップした場合の対応

目　　次
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１．定格および仕様

２．外形図

7200V
50/60Hz
60kV
300A

12.5kA-1秒
31.5kA-3回
460±40A
160MVA
500A-3回
30A-30回
300A-300回
15A-1000回
10A-1000回
3000回

50kPa・G（at20℃）
10～15kPa・G

定 格 電 圧
定 格 周 波 数
定 格 耐 電 圧
定 格 電 流
定格短時間耐電流
定格短絡投入電流
ロ ッ ク 電 流 値
適用系統短絡容量
定格過負荷遮断電流
定格地絡遮断電流

封 入 ガ ス 圧 力
ガス圧低下鎖錠圧力

AC100/110V
50／60Hz

定格制御電圧の85～110％
9VA

0.2-0.4-0.6-0.8-1.0A（5段切替）
0.2-0.4-0.6秒（3段切替）

5％固定
遅れ45°～進み135°

AC100V-2A
DC100V-2A

定 格 制 御 電 圧
定 格 周 波 数
制 御 電 圧 変 動 範 囲
消 費 電 力
動 作 電 流 整 定 値
動 作 時 間 整 定 値
動作電圧値（完全地絡時の）
位相特性（動作範囲）
警報接点性能閉路電流
（　誘　導　負　荷　）

定 格 電 圧
定 格 負 担
定 格 周 波 数
定 格 耐 電 圧

6600／105V
10VA

50／60Hz
22／60kV

負荷電流
励磁電流
充電電流
連続無電圧

開閉器内蔵VT

方向性SOG制御装置開閉器

適合規格：「過電流ロック形高圧交流負荷開閉器（地中線用）全関規格」

※オプション

電圧

AC125V
DC125V

無誘導負荷（A） 誘導負荷（A）

15 3 51.5 2.5
0.5

15
0.05 0.050.5

抵抗負荷 誘導負荷ランプ負荷 電動機負荷
常時
閉路

常時
開路

常時
閉路

常時
開路

常時
閉路

常時
開路

常時
閉路

常時
開路

開閉性能

補 助 接 点 容 量
（1C）

総質量：23kg
（制御装置含む）

（制御装置含む）
総質量：32kg

方向性
SOG
制御装置

80 80
248
268

（
26
）

（
50
9）

41
022
2

（242）

（
26
）

（
50
9）

41
0

（320）

方向性
SOG
制御装置

80 80
248
268

22
2

図 1
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名　　　  称 外　　　　　　  観 数量 備　　　　　考

開 閉 器 取 付 金 具1 1 締付ボルト一式も含む

用途は「地中線用GR付

高圧負荷開閉器施工技術

指針」による。

3

3

1

1着 脱 ハ ン ド ル4

圧 縮 端 子2

端 子 カ バ ー3

接 地 線5

1

5

5

1

グ リ ー ス6

インシュロックタイ7

孔 明 け 用 シ ー ル8

1警報接点引出しケーブル9

大

小

同　上

同　上

同　上

※制御装置に付属

３．付属品一覧



４．運　搬
　開閉器の破損防止のため、取付現場まで梱包した状態で運搬してください。取扱上主回路ブッ
　シングに欠けなどが生じないように取扱ってください。

５．減圧ロック装置の動作
　①減圧ロック装置は、封入ガス圧力が 10 ～ 15kPa・G以下に低下すれば動作します。
　②減圧ロックすれば図 2のように減圧ロック表示（赤色）が出て、ハンドルの「入」「切」操作が
　　できなくなるため、開閉器の開閉状態は減圧ロック装置動作時点のまま維持します。
　③制御装置は開閉器より減圧ロックの信号を受け、トリップコイル（TC）の回路を断路します。
　　また、減圧ロック警報接点（a4―ac）、自己診断警報接点（a3―ac）が動作します。

（赤色表示）
減圧ロック表示孔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2

６．開閉器のハンドル操作
　①付属の着脱ハンドルを着脱ハンドル操作孔に取付けて操作をしてください。
　②ハンドルを右に回転させると「入」、左に回転させると「切」になります。
　③開閉状態は、指針の「入」「切」表示で確認してください。
　④開閉器がトリップしたときはハンドルを左（切側）に回転させリセットしてください。リセッ
　　トしないと再投入ができません。

７．開閉器の設置
　①�開閉器を高圧キャビネットに設置する際は、（一社）日本電気協会 関東支部発行および取扱説明書

付属の「地中線用GR付高圧負荷開閉器施工技術指針」に沿って行ってください。
　②�関東地区の設置工事は、（一社）日本電気協会 関東支部の施工認定者に限ります。

8
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８．接　地
　①開閉器は機能上、保安上、電気機器の保護のうえから必ず接地をしてください。
　　（開閉器の接地端子は太さ2.6mm～22mm2の接地線が接続できます）（5.5mm2、1.5m付属）
　　接地をしていないと地絡事故が発生しても動作しません。
　②制御装置も必ず接地をしてください。
　③�接地の方法については、（一社）日本電気協会 関東支部発行および取扱説明書付属の「地中線用GR

付高圧負荷開閉器施工技術指針」に沿って行ってください。

９．整定値の設定
　①動作電流整定値の設定
　　上位遮断装置の整定値を超えない値に設定してください。
　　　SOG制御装置の整定値 ＜ 上位遮断装置の整定値
　②動作時間整定値の設定
　　上位遮断装置の整定値を超えない値で 0.2 秒以上の間隔をとって設定してください。
　　　SOG制御装置の整定値 ≦ 上位遮断装置の整定値－ 0.2 秒
　　瞬時地絡事故による不必要動作を少なくするため、上位遮断装置の整定値を超えない範囲内で
　　できるかぎり大きめに設定されるよう推奨します。

10．絶縁抵抗測定および耐電圧試験
　①制御端子（P1、P2 を除く）とアース間に電圧を印加される場合は、制御装置パネル面試験端子
　　OC2―E間の短絡金具および制御装置のメタルコネクタを必ず外してから行ってください。
　　なお、試験終了後は前記短絡金具および制御装置のメタルコネクタは必ず取付けてください。
　②開閉器を設置した後、お客様の高圧ケーブルの耐電圧試験を兼ねて実施される場合には、特に
　　次の手順に従って行ってください。
　　　a. 開閉器を「切」にしてください。
　　　b. 開閉器の外箱が確実に接地されているか確認してください。

●印加箇所は主回路端子一括と外箱間のみとし、異相間には印加しないでください。
 （VTが破損します）
●１相毎の交流耐電圧試験は、開閉器内部のVTを焼損する恐れがありますので、絶
対に行わないでください。（対地充電電流がVTに流れ過励磁となるため）

(注)各端子間の測定および印加は行わないでください。
     ＳＯＧ制御装置内部には雷害対策のため、ＳＡ（避雷器）を取付けています。
     もし、各端子間の測定および印加をされますとＳＡ（避雷器）や電子部品が壊れる場合があります。

図３　ＳＡ(避雷器)の設置

短絡金具試験端子試験用電源端子
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11．動作の確認
11―1　手動操作の確認
　①開閉器の操作は、付属の着脱ハンドルで行ってください。
　　操作する際は、操作する側を途中で止めることなく一気に操作してください。
　②「入」「切」の確認は指針の「入」「切」表示で確認してください。
　③開閉器がトリップ状態の場合は、ハンドルを「切」方向に操作しリセットを行ってから、操作
　　をしてください。

11―2　GR（地絡）動作の確認 事前に11－8項をご確認ください
　①負荷側（高圧）回路の安全を確認し、本開閉器を投入してください。
　②制御装置の電源表示灯が点灯していることを確認してください。
　③試験用スイッチをGR側に操作してください。（2秒以上）
　④開閉器がトリップします。〔開閉器をトリップさせないで確認する場合は、試験トリップスイッ
　　チを「無」側に操作して試験を行ってください。〕
　⑤GR動作表示器が表示します。
　⑥「GR動作表示器」を「復帰」してください。
　⑦開閉器ハンドルをリセット（着脱ハンドルを「切」側に操作）してください。リセットしない
　　と再投入できません。
　（注）電源印加と同時に自己診断機能を起動させるため、Io、Vo、ロック電流検出表示灯が瞬時点灯し

ます。

11―3　地絡動作電流、地絡動作電圧入力による確認 事前に11－8項をご確認ください
　�電流、電圧入力による動作試験は、11―10項「保護継電器用試験器によるテストの一例」をご参
照ください。
　なお、動作試験時、次の影響にご注意ください。
　※配電線残留電圧の影響について
　　単相回路の接続や高圧自動電圧昇圧器（SVR）の設置によって、配電線の対地静電容量や対地
　　電圧が不平衡であれば地絡事故がなくても零相電圧として常時発生します。これを「残留電圧」
　　と呼びます。この状態で試験電圧を加えると、残留電圧と試験電圧のベクトル和が制御装置に
　　印加されますので、残留電圧が大きいと正常値で動作しない時があります。この時は開閉器を
　　開放して、残留電圧の影響をなくし、制御装置のみ実施してください。
※負荷設備による動作時間への影響について
　試験器の電源を開閉器負荷側から供給して地絡動作時間を測定すると、動作時間が長くなり管
理値から外れることがあります。この場合、負荷設備からの残留電圧が原因と考えられますの
で、試験器以外の全ての負荷を電源から切離して、再度測定してください。
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表 1

地 絡 検 出 回 路 異 常

過電流検出回路異常

ト リ ッ プ 回 路 断 線

異常内容 Vo表示灯

点灯

消灯

消灯

点灯

消灯

消灯

消灯

点灯

消灯

点灯

点灯

点灯

Io表示灯 ロック電流検出表示灯 自己診断異常表示灯

11―4　SO（過電流）動作の確認 事前に11－8項をご確認ください
　①試験用スイッチをSO側に操作してください。（2秒以上）
　②開閉器がトリップします。〔開閉器をトリップさせないで確認する場合は、試験トリップスイッ
　　チを「無」側に操作して試験を行ってください。〕
　　※テスト時、電源表示灯が瞬時消灯しますが異常ではありません。
　③SO動作表示器が表示します。
　④「SO動作表示器」を「復帰」してください。
　⑤開閉器ハンドルをリセット（着脱ハンドルを「切」側に操作）してください。リセットしない
　　と再投入できません。

11―5　任意の時刻での自己診断方法 事前に11－8項をご確認ください
　①表示復帰ボタン（自己診断復帰と兼用）を押すと任意の時刻に自己診断ができます。
　②表示復帰ボタンを押して復帰後、約5分間で行います。（表示復帰ボタン操作から5分間待ってく
　　ださい。）
　③表示復帰ボタンを押して復帰後、約1秒で自己診断異常表示灯が点灯すると減圧ロック状態または
　　トリップ回路の断線、約2分で自己診断異常表示灯が点灯すると地絡検出回路の異常、約3～5分
　　で自己診断異常表示灯が点灯するとSO検出回路の異常です。
　④異常部の判定については15項の制御装置部を参照ください。

11―6　異常回路判別表示機能
　制御装置は地絡検出回路、過電流検出回路、トリップ回路を定期的に自動で自己診断しています。
　万一、自己診断時に異常を検出した場合、異常回路が判別できるよう表1のとおり表示灯にて表示
　します。

方向性SOG制御装置（地中線用） 形名 KLR-B-DT

電源

動作電流整定値（A）

動作時間整定値（秒）

0.2

0.2 0.6
0.4

1.0

0.4 0.8
0.6

試験トリップ

制御電源切替

有

常時 試験

試験
端子

無
Io

Vo

自己診断異常

ロック電流検出

定格制御電圧 AC100/110V
定格周波数 50/60Hz

NP40350a

ZCT番号 19829
ZPD番号 44115

動作表示

試験用スイッチ

2秒以上ON

製造年月

製造番号

表示復帰
自己診断

SO試験時、電源LED消灯 電源印加時のみ復帰可能

復帰ボタン

動作電流整定スイッチ

GR動作表示器

（9項をご参照ください）

（GR事故時橙色表示）

SO動作表示器
（SO事故時橙色表示）

（GR・SO模擬試験用スイッチ）

電源表示灯
（通電時点灯）

Ｉo表示灯
（Ｉoレベル検出時点灯）

Vo表示灯
（Voレベル検出時点灯）

試験トリップスイッチ

表示復帰ボタン（自己診断復帰と兼用）

試験用スイッチ

（9項をご参照ください）
動作時間整定スイッチ

（11-10項をご参照ください）
試験端子

（制御装置の耐圧試験時は取外してください）
短絡金具

（GR・SO動作表示器の復帰「橙色→黒色」は、
　　　　電源印加時でないと動作しません）

（11.8項をご参照ください）

制御電源切替スイッチ
（11.8項をご参照ください）

試験用電源端子
（11.10項をご参照ください）

ロック電流検出表示灯
（ロック電流検出時点灯）

自己診断異常表示灯
（異常時点灯）

11―7　制御装置パネル面について

図 4
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11―8　制御装置パネル部の切替スイッチの機能
　①「試験トリップ」（有・無）切替スイッチ
　　制御装置の動作試験時に、開閉器をトリップさせて試験を行うかトリップさせずに試験を行うか
　　を切替えるスイッチです。通常運転時は必ず「有」側にしてください。

②「制御電源」切替スイッチ
　　制御装置の電源を切替えるスイッチです。

表 2

試験用スイッチ操作時
事故模擬信号入力時

（注1）試験トリップ（有・無）切替スイッチは、試験終了後は必ず「有」側へ切替えてください。

「 有 」 側 「 無 」 側　

トリップしない（注1）トリップする

表 3
制御電源入力
（P1・P2）

警報接点出力

「常時」側
開閉器内蔵のＶＴ二次側より
入力
警報接点引出しケーブル側に
出力（a1・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a2・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a3・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a4・ac）  

「試験」側
パネル面の試験端子
（P1・P2）より入力
パネル面の試験端子に出力
（a1・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a2・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a3・ac）
警報接点引出しケーブル側に
出力（a4・ac） 

GR

SO

自己診断

減圧ロック

（注1）制御電源切替スイッチは、｢常時｣側にしないと制御装置のカバーが取付けられない構
　　　  造になっています。よって、通常運転時での「常時」側への切替え忘れはない構造で
　　　  すが、試験終了後は必ず「常時」側に切替えてください。
（注2）制御ケーブル側とパネル面の端子は混触しない回路構造です。

11―9　制御装置パネル部の（GR・SO）動作表示器の復帰について
　（GR・SO）動作表示器の復帰（マグサインが橙色→黒色へ反転）は電気式となっています。
よって、試験終了後に表示復帰をする場合は制御装置に制御電源を印加（試験端子P1・P2よ
り印加または開閉器を投入）した後、表示復帰ボタンを押してください。

11―10　保護継電器用試験器によるテストの一例
性能試験（動作試験）を実施される際は、試験器の電源をご用意ください。開閉器に内蔵されて
いるVTは試験用電源には使用できません。（制御装置パネル面の試験端子（P1・P2）は、試験
用電源を印加する端子です。開閉器が無電圧で開閉器内蔵VTからの制御電源がとれないときに
試験用電源を印加する端子です。）
　⑴地絡検出特性チェック方法
　　①図 5・6の試験回路は制御装置のみの地絡動作時間測定となります。
　　②図 5・6 は制御電源を制御装置パネルの試験用電源端子（P1・P2）に接続する方法です。
　　　なお、図 5・6 の回路で試験する場合は、制御装置パネルの制御電源切替スイッチを「試験」
　　　側にしてください。
　　③開閉器をトリップさせない場合は、制御装置パネルの試験トリップスイッチを「無」側に
　　　操作した状態で試験を行ってください。
　　④零相電流、零相電圧および位相を変化させて試験を行ってください。
　　⑤試験項目は表 4のとおりです。
　　⑥試験終了後、制御装置の動作表示は必ず復帰してください。
　　⑦開閉器をトリップさせた場合は、着脱ハンドルでハンドルを「切」側に操作し、リセットを
　　　してください。リセットしないと開閉器は投入できません。
　　（注）電源印加と同時に自己診断機能を起動させるため、Io、Vo、ロック電流検出表示灯が瞬時点灯

します。
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P1 P2 E OC2 a1 ac Kt Lt TOC1

ＳＯＧ制御装置

電源側
開閉器

負荷側

試　験　器

電　　源
（AC100／110V）

トリップ端子出　　力
（電圧要素）

補助電源
出　　力

（電流要素）

図 6　ムサシインテック製（RDF）
　　　による地絡特性チェック回路

a1a2a3a4 ac

制御ケーブル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・ ・
・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・

　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・・
・ ・
・・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

P1
赤

（P1）

P2
白

（P2）

E OC2 a1
黄（T1）
又

青（T2）

ac
青（T2）
又

黄（T1）

Kt
茶

（Kt）

Lt
黒
（Lt）

T
灰
（V）

OC1

ＳＯＧ制御装置

電源側
開閉器

負荷側

試　験　器

図 5　戸上電機製作所製（DGT）による
　　　地絡特性チェック回路

（緑）制御ケーブル

DGT

電　　源
（AC100／110V）

a1a2a3a4 ac

※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などを
　ご参照ください。

試 験 項 目

動 作 電 流 値

動 作 電 圧 値

動 作 時 間

位 相 特 性

（注1）零相電圧は試験端子（T）とアース間、あるいは主回路三相一括とアース間に印加
してください。

（注2）Vo：零相電圧　　Io：零相電流　　θ：動作位相角
（注3）動作時間は制御装置のみの時間です。
　　　  連動試験での動作時間は表6の管理値の上限に0.1秒プラスした値です。

（例：動作時間整定値を0.2秒に設定した場合、整定電流値の130％通電時0.4秒以内、
400％通電時0.3秒以内）

（注4）動作位相特性試験時に、試験器によっては2A（Io最小整定値の1000％）が流せない
場合があります。その場合には、0.3A（Io最小整定値の150％）で実施してください。

表 4 管　理　値

整定電流値の±10％

190V±25％

遅れ45±゚10 ～゚進み135±゚10゜

　 試 験 条 件 　
Vo：285Ｖ
 θ：45゜
 I o：整定電流値の150％
 θ：45゜
Vo：285Ｖ
 I o：整定電流値の130％、400％
 θ：45゜
Vo：285Ｖ
 I o：2A（最小整定電流値の1000％）

130％→地絡動作時間整定値の±0.1秒
整定電流値の ＋0秒

－0.1秒400％→地絡動作時間整定値の
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　⑵OCRの動作特性チェック方法
　　①図7・8の試験回路はOCR動作チェック回路です。
　　②図7・8は制御電源を制御装置パネル面の試験用電源端子（P1・P2）に接続する方法です。
　　　なお、図7・8の回路で試験する場合は、制御装置パネルの制御電源切替スイッチを「試験」
　　    側にしてください。
　　③試験方法は試験器により表5の電流を約1秒間通電（ロック電流値以上の電流が流れるとパネ
　　　ル面のロック電流検出表示灯が点灯します）後、1秒以内に試験器の電源を切り、動作表示
　　　器の動作で判定をしてください。
　　④通電電流および良否の判定は表5のとおりです。
　　⑤試験終了後、制御装置の動作表示は必ずリセットしてください。
　　⑥開閉器をトリップさせた場合は、着脱ハンドルでハンドルを「切」側に操作し、リセットを
　　　してください。リセットしないと開閉器は投入できません。

表 5 OC1,OC2の通電電流

0.4A

0.6A

動 作 表 示

表 示 せ ず

S O 側 表 示

判 定

正 常

正 常

（注1）OC1,OC2の通電電流0.6Aは主回路電流約500Aに相当します。
（注2）OC1,OC2の通電電流は0.7A以下としてください。

E OC2
茶

（Kt）

a1 ac Kt Lt TOC1
黒
（Lt）

ＳＯＧ制御装置

電源側
開閉器

負荷側

制御ケーブル

試　験　器

電　　源
（AC100／110V）

DGT
P1
赤

（P1）

P2
白

（P2）

a1a2a3a4 ac

P1 P2 E OC2 a1 ac kt Lt TOC1

ＳＯＧ制御装置

電源側
開閉器

負荷側

試　験　器

電　　源
（AC100／110V）

補助電源
出　　力

（電流要素）

制御ケーブル

a1a2a3a4 ac

図 7　戸上電機製作所製（DGT）による
　　　OCR動作特性チェック回路

図 8　ムサシインテック製（RDF）による
　　　OCR動作特性チェック回路
※クリップ色については試験器メーカーの取扱説明書などを
　ご参照ください。
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12．警報接点
警報接点は、警報接点引出しケーブル（5心）として引出しています。ご使用に際しては、警報
接点種類（表6）および警報接点回路例（図9）を参照してください。
また、ご使用にならない端子にはテーピング処理などの絶縁処理を行ってください。
なお、制御装置パネルの制御電源切替スイッチ「試験」側にすれば、制御装置パネルの試験端
子（a1・ac）から引出せます。

表 6 記号
a1
a2
a3
a4
ac

閉路時間
0.5秒
0.5秒
0.5秒
連  続
―

電線色
黒
白
赤
緑
黄

　 接 点 種 類 　
G R 警 報 接 点
S O 警 報 接 点
自己診断警報接点
減圧ロック接点
共 通 接 点

閉路電流（誘導負荷）

AC100V―2A

DC100V―2A

●警報接点は無電圧のa接点です。

●警報回路保護のためSA（避雷器）を設けてください。（付属）
（注）開閉器がトリップした時には構内が停電となり、交流電源が無電圧になります。
　　　そのため停電に影響されない直流電源が必要です。

別電源
〔直流〕

復帰ボタン

SA（避雷器）

（注）

Ry1 Ry2 Ry3 Ry1 Ry2 Ry3 Ry4

BZ又は
表示灯

BZ又は
表示灯

BZ又は
表示灯

BZ又は
表示灯

ac

a1

a2

a3

a4

ac

a4

GR

SO

自己診断

減圧ロック

SOG制御装置開閉器

図 9　警報接点回路例

U

Ry1 Ry2 Ry3 Ry4
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図 10　動作チェックフロー

開閉器をトリップさせる場合 開閉器をトリップさせない場合

試験用スイッチを
GRまたはSO側に
操作

試験用スイッチを
GRまたはSO側に
操作

試験端子に零相電
流・電圧の事故模
擬信号を入力する

試験端子に零相電
流・電圧の事故模
擬信号を入力する

開閉器
トリップするか 動作表示が出るか 動作表示が出るか

正常
（リセット）

正常
（リセット）

正常
（リセット）

開閉器または
制御装置の異常 制御装置の異常

試験トリップスイッチを「無」側に操作

YES NO NOYES YES NO

14．開閉器および制御装置の動作チェック

13．通電開始
　　通電開始にあたっては安全と装置の機能を確保するために、少なくとも 17 項のチェックシー
　　トのチェック項目を確認してください。

15．保守点検
　■開閉器部
　  ⑴ 減圧ロック装置が動作
　　   している
　  ⑵ 開閉表示指針が適確に
　　   指示していない
　  ⑶ 高圧回路接続部に加熱
　　   痕跡あり
　  ⑷ 接地線の接続が不確実
　　   である

この状態では開閉器が動作しませんので事故点の切離しができ
ません。
最寄りの当社支店へご連絡ください。

早急に接続部の点検をしてください。

事故検出動作に影響します。補修を行ってください。

（注）電源印加と同時に自己診断機能を起動させるため、Io、Vo、ロック電流検出表示灯が瞬時
　　 点灯します。
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制御装置パネル面の制御電源切替スイッチを 「試験」側に操作
してパネル面の試験用電源端子（P1・P2）に AC100/110V を印
加し、電源表示灯が点灯しなければ制御装置の異常です。
制御線、制御装置、開閉器への出力回路に異常があります。
減圧ロック装置が動作した場合も点灯します。
図 11 の方法で異常箇所が判定できます。
●A,Bが異常のときは制御装置を取替えてください。
● Cが異常のときは制御装置側のメタルコネクタを外し、図 12
のケーブル側コネクタ端子間の導通を測定してください。
　約 50Ωあれば開閉器は正常で、制御装置の異常が考えられる
ため制御装置を取替えてください。導通がなければトリップ
回路が断線している可能性がありますので開閉器を取替えて
ください。
①制御装置のメタルコネクタを取外して表示灯が消えるか確認
してください。消えないときは制御装置の不具合です。
②制御装置の試験端子部の短絡金具（OC2―E間）が外れてい
ないか確認してください。外れていれば正しく接続してくだ
さい。
③①②共正常な場合は整定値以上の Io が発生している可能性が
あるため高圧回路の点検を行ってください。異常がなければ
そのままご使用ください。
　なお、電力会社に相談され保護協調上問題ない値まで整定値
（動作電流整定スイッチ）を上げてください。
①制御装置のメタルコネクタを取外して表示灯が消えるか確認
してください。消えないときは制御装置の不良です。
②制御装置の試験端子部の短絡金具（OC2―E間）が外れてい
ないか確認してください。外れていれば正しく接続ください。
③①②共正常な場合は整定値以上のVoが発生している可能性が
あるため高圧回路の点検を行ってください。異常がなければ
そのままご使用ください。

　■制御装置部
　  ⑴ 制御電源表示灯が消灯
　　   している

　  ⑵ 自己診断異常表示灯が　  
　　   点灯している

　  ⑶ Io 表示灯が点灯してい
　　   る

　  ⑷ Vo 表示灯が点灯してい
　　   る

図 11　自己診断機能フロー

表示灯を復帰後

で再度点灯
約2分

表示灯を復帰後

で再度点灯
約1秒

表示灯を復帰後

で再度点灯

自己診断異常表示灯
点灯

SO検出回路異常 GR検出回路異常 トリップ回路断線 減圧ロック装置動作
（ガス圧規定値以下に低下）

約3～5分

減圧ロック装置
が赤色を表示

A B C

NO

YES

トリップ回路

図12 ケーブル側コネクタから見た
開閉器トリップ回路位置

１．制御電源が常時印加されている状態で、制御ケーブルを外すと自己診断異常表示  
      灯が点灯しますが、異常ではありません。
２．表示復帰ボタンは表示灯を復帰させると同時に、自己診断機能を再起動させる機能
       （Ｉｏ、Ｖｏ表示 灯が瞬時点灯）があります。
　　なお、表示復帰ボタンを操作して1分経過後のSO自己診断時には、ロック電流検
　　出表示灯が瞬時点灯します。

図 11　自己診断機能フロー

図12　ケーブル側コネクタから見た
　　　　開閉器トリップ回路位置
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16．開閉器と制御装置の接続図

17．通電開始前のチェックシート

18．動作説明
　　この開閉器は手動による開閉のほか、表 8のトリップ動作をします。

鎖錠状態

開閉器

減圧ロック
装置

入 切

ZCT CT

CT

CT

PS

ZPD

試験端子試験用電源端子 短絡金具
ケーブル

方向性SOG制御装置
P1 P2 Kt Lt T a1 ac OC1 OC2 E

a4 ac Va Vc Kt Z1 Z2 Y1 Lt O1 O2 O3 TP1 P2

a1
a2
a3
a4
ac

EA

VTTC

負
荷
側

電
源
側

 ZCT ：零相変流器
 T C ：トリップコイル
 ZPD ：零相電圧検出器
 C T ：変流器
 V T ：制御電源用変圧器
 P S ：減圧ロック接点

記　号

図 13

補助接点（オプション）
a b y

白 黒 赤

補  助  接  点 （オプション）

接　点　種　類記号 電線色 備　　考

主回路連動補助a接点a 白 開閉器入時・・・閉

主回路連動補助b接点b 黒 開閉器切時・・・閉

共　通　接　点y 赤 ―

1
2
3

事　故　項　目
地絡事故の場合

過電流（短絡）事故の場合
地絡と過電流（短絡）事故が重なった場合

トリップ動作
すぐにトリップ

電源側遮断器が動作して停電になればトリップ
同　上

表 8

（注1）開閉器が「入」の状態でかつ減圧ロック装置が動作している時に地絡事故または過電流事故が発生
しても開閉器はトリップしません。 

（注2）短絡点投入動作の場合は、過電流蓄勢トリップ動作（事故項目2）を行いません。
　　　 SOG制御装置の電源はP1、P2端子からのみ供給されます。一般の過電流継電器のように変流器二次

側電流から電源を供給されていないため、開閉器負荷側線路が短絡している状態で開閉器を投入し
短絡事故が発生（短絡点投入）しても、過電流蓄勢トリップ動作を行いません。開閉器負荷側の短
絡事故原因を除去してから開閉器の投入を行ってください。

項 番

1

2
3
4
5
6
7
8

取付工事について

（施工技術指針による）

※チェックは高圧回路無電圧の状態で行ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チェック期日　　年　　月　　日

モールド母線の嵌合は確実ですか
モールド母線のホースバンド締付は確実ですか
接地線の接続・締付は確実ですか（マジックチェック）
開閉器の取付ボルトは締めつけられていますか（マジックチェック）
制御装置の取付は確実ですか（マジックチェック）
制御装置のコネクタ取付は確実ですか

チェック

ハンドル操作は正常ですか（6項）
動作チェックは正常ですか（14項）
減圧ロック装置は正常ですか（5項）
動作電流、動作時間の整定は規定どおりですか
制御装置カバーは確実に締めつけられていますか
高圧回路の負荷側は安全ですか
高圧ケーブルの端子カバーの取付は確実ですか

チ 　 ェ 　 ッ 　 ク 　 項 　 目表 7
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